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対欧中で貿易赤字定着、円高圧力制御 

来年の輸出伸び率予測も G7 で 6 位の構造縮減 

 
日本では対欧州や中国で貿易赤字が定着するなど

貿易収支の悪化が続いており、為替相場では円高制

御要因となる。最新 10 月の貿易統計は 4カ月ぶりの

黒字となったが、原油下落による輸入減が大きく、

輸出は前年比－9.2％減と 3 年ぶりの大幅減となっ

た。IMF による来年の世界経済見通しでも日本の

財・輸出量は前年比伸び率が G7 中で 6 位となってお

り、米中冷戦入りや中国の高成長終焉、日本企業の

海外移転定着、輸出産品の高付加価値品「選択と集

中」などを受けた日本の輸出の構造的縮減が見込ま

れる。 

 
対欧中の貿易収支、2 年平均で赤字基調に 

 
「日本政府は安全保障の観点で外為法改正による

外資規制を強化させているが、一方で日本では中国

などから狙われる高度な独自技術が減少傾向にある。

現在は日本の東京大学などで勤勉かつ優秀な中国人

留学生が改めて増加するなど、中国では基礎研究の

底上げが急速に進んでおり、日本も外資規制と同時

並行で技術イノベーションの国際競争力強化を図っ

ていく必要がある」――。 

ある経済官庁の幹部はこのような指摘を行う。 

実際に日本政府が日米同盟に配慮する形で「ハイ

テク技術などの中国への流出・漏えい阻止策」を講

じている間に、中国共産党紙の人民日報は 10 月後半

以降、「人工知能（AI）ナショナルチームと呼ばれる

中国科学院系の企業が、国際動画キャプション・コ

ンテストで中国語・英語のダブル優勝を飾った」、

「2016年から 2018年の世界のAI関連特許出願数の

うち、中国のスマホメーカーによる特許総数は 1 位

に」、「中国天津大学の学者が、医療設備や体内に埋

め込むデバイス『スーパーコーティング』のタンパ

ク質材料について開発に成功」――といったニュー

スを紹介している。 

現在は中国など他国の競争力強化のみならず、世

界減速や貿易摩擦、日韓対立などによって日本の輸

出は減少傾向にある。最新 10 月の貿易統計では輸出

が前年比－9.2％となり、11 カ月連続でのマイナス

となった。2016 年 10 月の－10.3％以来、3 年ぶりの

大幅マイナスとなるものだ。 

2016 年といえば 11 月の米大統領選でのトランプ

氏勝利もあり、ドル/円は 10 月の 100 円から翌年 1

月の 118 円方向までドル高・円安が進展した。今回

についても日本の輸出減や貿易収支の悪化は、円高

圧力の制御や先行きの円安要因として注視されやす

い。 

10 月の貿易統計では、「対 EU 収支」が－465 億円

と 4カ月連続での赤字となった。対 EU では経済連携

協定（EPA）が今年 2月に発効されたことも貿易黒字

解消に寄与しており、ユーロ/円でのユーロ安歯止め

や先行きのユーロ高要因となっていく。対 EU 収支の

24 カ月（2年）移動平均は、すでに 2018 年 3 月から

赤字拡大方向にトレンドが転換してきた。累積の時

間差効果を受けたユーロの下支え作用は無視できな

い。 

前回の基調変化は、2011 年 10 月から黒字減へと

移行したが、ユーロ/円はタイムラグを経た約 9カ月

後の2012年7月で当時のユーロ安が底入れ反転とな

っている。当時は同月のユーロ安値 94 円から、約

30カ月後となる2014年 12月の 149円超えまでユー

ロ高トレンドが持続した。その前では 2000 年から

2002 年にかけて対 EU 黒字が減少したが、やはりタ

イムラグを経たユーロ高・円安が追随観測されてい

る。 

10 月の貿易統計では、「対中国収支」も－2699 億

円の赤字となった。19 カ月連続での赤字であり、輸

出の減少品目では有機化学物、原動機、自動車の部

分品などが目立っている。対中国収支の 24 カ月移動

平均は、2018 年 10 月から赤字拡大方向へのトレン

ド転換が明確化されてきた。足元では 1 年超の期間

が経過しており、時間差を経た円高・人民元安・ド

ル安の歯止め効果が注目される。 

 
来年は世界復調でも日本の輸出伸び悩み予測 

 
この 24 カ月平均は前回、2011 年 5 月から対中収

支の赤字拡大基調へと転換したが、1 年から 1 年半

後の 2012 年半ば以降にドル/円は当時のドル安歯止

めからドル高トレンド（円安）点火となった実績を

有している。 

日本の輸出は世界減速や貿易摩擦余波だけでなく、

米中の長期冷戦入りや中国の高成長終焉、日本企業

の海外移転定着、輸出産品の高付加価値品「選択と

集中」などを受けて、構造的な縮減持続が見込まれ

る。 

IMF による最新 10 月の世界経済見通しによると、

日本の「財・輸出量」は 2019 年が前年比－1.65％、

2020 年が＋0.29％と低調な予測となっている。あく

まで数量ベースの前年比伸び率ながら、2019 年は G7

中で最下位、2020 年は英国が最下位となるが日本は

6 位という低位置が続く見込みだ。同じ算出条件に

よる財輸出の伸び率予測では、2020 年に米国は＋

3.97％、イタリアは＋3.68％、カナダは＋2.91％と

いった増勢が想定されている。 

しかしもIMFの世界GDP成長率見通しは2020年が
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＋3.4％となっており、今年の＋3.0％見込みからは

＋0.4％の成長率拡大が見込まれている。世界成長率

の前年比変化幅が＋0.4％のプラスとなりながら、日

本の輸出量・前年比が僅か＋0.29％にととどまるの

は、実に 1987 年の「成長率変化幅＋0.3％で輸出＋

0.08％」以来という感応度の低さとなっている。 

あくまでもIMF予測は10月時点での貿易摩擦など

による日本打撃の深刻さが加味されたものとはいえ、

過去の似たような世界成長率・前年比変化幅との比

較では、2017 年の変化幅＋0.4％に対して日本の輸

出は前年比＋6.83％、2006 年の＋0.6％に対して輸

出＋10.75％、2002 年の＋0.5％に対して輸出＋

8.02％といった高感応度の実績があった。その点で

来年以降に関しては、「世界景気が一定程度は持ち直

しても、日本の輸出は構造的に伸び悩む」といった

リスクが警戒される。 

長期スパンでの日本の貿易構造変化を示す形で、

ドル/円は 10 月以降、長期トレンド方向を示す 20

年（240 カ月）移動平均線の方向角度が下向き化か

ら上向きへと向かい始めた。20 日時点では 106.59

円前後（10 月末は 106.56 円）に位置しており、8

月以降のドル安局面でも現状はドル安抑制ラインと

して機能している。 

すでに 25 年（300 カ月）移動平均線（20 日時点で

108.02 円前後）は、2018 年 5 月から過去初めて上向

き転換となってきた。10 年（120 カ月）移動平均線

101.13 円前後も、2017 年 11 月からは上向き基調を

維持している。10 年、20 年、25 年の移動平均線が

同時に上向き化となったのは、1970 年代以降で初の

現象となっている。 

円と同じ変動相場通貨であるポンドやカナダ・ド

ルに対して、ドル相場は 10 年や 20 年の移動平均線

が上向き転換となったあと、その後に両ラインの下

抜け場面があっても、最長でも 5－10 年以内にはド

ルが上抜け回帰していく実績が見られている。長期

トレンドとしてのドル高基調への転換が底流で有効

機能している。ドル/円も長期スパンでのドルの底入

れが示唆されているほか、今後ドルの下抜け波乱が

あっても、一定期間のあとには 10 年や 20 年の移動

平均線を上抜け回帰していく下限切り上がりの軌道

入りが注視されよう。 
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ドル／円；１２０カ月（１０年）
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各移動平均線

ドル／円
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240カ月平均＝106.59
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※各ラインの維持攻防
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ドル／ポンド、ドル／カナダ・ドル

１２０カ月（１０年）、２４０カ月（２０年）の各移動平均線

ドル／ポンド（左軸） 120カ月平均 240カ月平均
ドル／カナダ（右軸） 120カ月平均 240カ月平均
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円億円

日本の対ＥＵ・貿易収支、２４カ月移動平均

ユーロ／円（軸を上下反転）

対ＥＵ収支（左軸）

２４カ月平均
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円億円

日本の対中国・貿易収支

２４カ月移動平均、ドル／円（軸を上下反転）

対中収支（左軸）

２４カ月平均

ドル／円（右軸）
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